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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
陰
陽
皆
伝
―
序
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
２
４
７
Ｍ

【
作
者
名
】

　
関
ケ
原

【
あ
ら
す
じ
】

　
平
安
京
に
は
、
「
五
天
宗
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
。

そ
の
一
つ
「
陰
陽
宗
」
に
二
人
の
若
者
が
い
た
。

威
神
　
陰
夜
と
威
神
　
陽
天
だ
。

そ
の
二
人
が
妖
怪
殺
し
に
奮
闘
す
る
姿
。

今
ど
の
歴
史
書
に
も
載
っ
て
い
な
い
新
た
な
歴
史
が
切
り
開
か
れ
る
！
！
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陰
陽
皆
伝
（
前
書
き
）

前
回
の
作
品
よ
り
は
、
良
い
。
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陰
陽
皆
伝

「
―
破
―
」

そ
の
声
と
同
時
に
何
者
か
の
内
臓
が
割
れ
心
臓
が
張
り
裂
け
た
。

血
が
四
方
八
方
に
飛
び
散
り
、
男
の
頬
に
つ
い
た
。

そ
の
男
と
は
・
・
・

陰
陽
宗
総
本
宗
威
神
家
第
１
８
代
当
主
「
威
神
　
陰
夜
」
《
い
か
み
　
か
げ
や
》

「
う
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
。
」

後
ろ
か
ら
目
の
と
れ
た
男
が
斧
を
翳
し
て
く
る
。

そ
れ
を
一
人
の
男
が
指
一
本
で
押
さ
え
つ
け
る
。

「
オ
゛
ウ
゛
ァ
ァ
。
」

そ
し
て
、
男
が
語
る
。

「
最
後
に
聞
こ
う
、
貴
様
の
願
い
を
。
」

「
う
あ
ぎ
ぃ
。
」

「
分
か
っ
た
・
・
・
死
ね
。
」

業
火
に
包
ま
れ
死
ん
だ
。

こ
の
男
は
・
・
・

陰
陽
宗
総
本
宗
威
神
家
第
１
９
代
次
期
当
主
「
威
神
　
陽
ノ
天
」
《
い
か
み
　

や
う
の
あ
ま
》

こ
の
者
た
ち
の
成
す
事
は
、
人
殺
し
で
わ
な
い
「
妖
怪
殺
し
」
だ
。

　
「
兄
貴
こ
れ
で
全
部
か
な
。
」

「
－
知
ら
ん
―
」

「
―
い
た
ら
殺
す
ま
で
―
」

す
た
す
た
と
歩
く
陰
夜
。

「
ど
ご
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ん
。
」

「
！
！
」

ま
る
で
、
地
面
が
割
れ
る
よ
う
な
鈍
い
音
が
し
た
。

「
―
西
の
村
だ
―
」

現
場
は
、
京
か
ら
１
０
ｋ
ｍ
先
の
「
桐
雅
村
」
と
い
う
集
落
だ
。
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桐
雅
村
は
、
緑
豊
か
な
村
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
１
０
分
後
桐
雅
村
に
陰
夜
と
陽
天
が
つ
い
た
。

「
こ
・
・
・
こ
り
ゃ
あ
・
・
・
」

豊
か
な
村
と
は
、
正
反
対
に
焼
け
野
原
だ
っ
た
。

片
腕
が
千
切
れ
て
い
た
若
者
が
い
た
。

「
こ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」

と
、
若
者
に
陽
天
が
聞
く
と
こ
う
若
者
は
答
え
た
。

「
き
・
き
・
・
き
り
・
・
・
麒
麟
が
・
・
・
」

鳥
肌
が
目
に
見
え
る
く
ら
い
浮
き
出
て
い
た
。

「
－
き
・
・
麒
麟
だ
と
―
」

驚
く
の
も
無
理
は
無
い
。

世
に
は
出
会
っ
て
は
な
ら
な
い
者
五
つ
あ
り

壱
　
麒
麟

そ
う
歌
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

「
う
ぐ
っ
」

「
！
！
」

既
に
若
者
は
、
死
ん
で
い
た
。

「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
」

そ
の
音
を
探
る
と
鼬
に
鉤
爪
を
つ
け
た
よ
う
な
者
が
い
た
。

「
－
鎌
鼬
―
」

す
ぐ
に
臨
戦
態
勢
を
整
え
る
。

相
手
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
・
・
・
逃
げ
出
し
た
。

「
え
っ
ち
ょ
待
て
こ
ら
」

鎌
鼬
は
、
元
々
獲
物
を
殺
し
て
一
度
逃
げ
出
し
敵
が
い
な
く
な
っ
た
の
を
見
は

か
り
捕
食
す
る
。

と
い
う
ハ
イ
エ
ナ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
。

「
く
そ
待
て
こ
う
な
っ
た
ら
・
・
・
結
界
の
刃
・
零
の
太
刀
」

近
接
攻
撃
を
試
み
る
が
あ
た
ら
な
い
。

「
―
待
て
―
」
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そ
う
し
て
、
呪
文
を
唱
え
た
。

「
―
千
里
眼
―
」

そ
う
唱
え
た
後
鎌
鼬
が
飛
び
出
し
て
き
た
。

「
－
今
だ
―
」

そ
れ
に
反
応
す
る
陽
天
。

「
結
界
の
刃
・
零
の
太
刀
」

そ
し
て
、
鎌
鼬
は
切
り
刻
ま
れ
た
。

「
よ
し
っ
」

そ
の
時
だ
。

「
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
」

ま
る
で
地
面
が
割
れ
る
音
が
し
た
。

木
は
、
枝
の
よ
う
に
折
れ
、
山
が
動
い
て
い
る
。

「
－
死
之
鼬
―
」

２
０
年
前
に
封
印
さ
れ
て
い
た
妖
怪
だ
。

そ
の
体
躯
は
、
山
そ
の
も
の
だ
。

「
こ
い
つ
な
ん
か
切
り
刻
ん
で
や
る
」

そ
う
し
て
、
切
り
か
か
っ
て
も
傷
一
つ
つ
か
な
い
。

「
な
ん
て
硬
さ
だ
！
！
」

（
―
何
か
手
は
・
・
・
―
）

そ
の
時
、
陰
夜
の
手
に
雪
が
乗
っ
た
。

時
は
、
師
走
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

（
－
そ
う
だ
―
）

「
－
俺
が
結
界
を
作
り
動
き
を
止
め
る
、
だ
か
ら
お
前
は
奴
の
心
臓
に
切
り
込

め
―
」

「
分
か
っ
た
。
」

陰
夜
が
結
界
を
作
り
出
す
と
一
目
散
に
飛
び
出
し
た
。

そ
し
て
、
一
時
間
く
ら
い
た
ち
・
・

「
―
も
ぉ
い
い
ぞ
―
」

結
界
か
ら
抜
け
出
す
陽
天
。

「
－
雪
崩
―
」
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そ
う
唱
え
る
と
敵
の
上
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
て
き
た
。

そ
う
、
そ
の
雪
は
さ
っ
き
の
雪
を
積
も
ら
せ
て
一
気
に
噴
出
し
て
す
ぐ
に
結
界

を
張
り
傷
つ
い
た
心
臓
を
凍
傷
さ
せ
た
。

そ
の
１
０
分
後
死
之
鼬
は
、
死
ん
だ
。

「
や
・
・
・
殺
っ
た
の
か
？
」

「
－
あ
あ
―
」

「
最
近
何
か
変
じ
ゃ
ね
え
か
？
」

唐
突
に
渋
い
顔
し
、
質
門
を
し
て
き
た
。

「
－
何
が
―
」

「
京
だ
よ
」

「
最
近
妖
怪
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
や
が
る
」

「
－
な
ら
ば
来
月
軍
議
を
開
こ
う
ー
」

そ
し
て
、
そ
の
次
の
月
に
京
じ
ゅ
う
の
陰
陽
師
を
集
め
た
。

無
事
軍
議
が
終
わ
ろ
う
と
し
た
こ
ろ
。

「
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
」

僧
が
血
相
変
え
て
き
た
。

「
な
ん
だ
、
騒
々
し
い
」

そ
し
た
ら
僧
の
口
か
ら
驚
き
の
一
言
が
。

「
な
・
・
・
長
岡
に
・
・
百
狐
が
」

「
－
何
―
」
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陰
陽
皆
伝
（
後
書
き
）

ど
う
だ
っ
た
？
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陰
陽
皆
伝
―
光
―
（
前
書
き
）

鎌
鼬
達
を
倒
し
た
陽
天
と
陰
夜
。
　
一
時
は
、
平
和
を
取
り
戻
し
た
の
に
再
び

そ
し
て
今
度
は
、
鎌
鼬
よ
り
強
大
な
百
狐
が
現
れ
る
！
　
京
に
齎
せ
た
脅
威
を

退
け
る
べ
く
今
、
陰
夜
と
陽
天
が
立
ち
上
が
る
。
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陰
陽
皆
伝
―
光
―

「
な
・
・
・
長
岡
に
・
・
百
狐
が
。
」

「
―
何
―

僧
が
血
相
を
変
え
な
が
ら
言
っ
た
」

『
百
狐
っ
て
あ
の
・
・
・
』

『
あ
っ
あ
あ
』

あ
た
り
が
ざ
わ
め
き
だ
す
。

「
静
か
に
！
！
」

陽
天
が
あ
た
り
を
一
喝
す
る
。

「
―
私
達
が
行
く
―
」

陰
夜
と
陽
天
が
立
ち
上
が
る
。

そ
し
て
、
陰
夜
と
陽
天
が
長
岡
に
向
か
っ
た
。

「
ウ
゛
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
」

全
て
は
、
火
の
海
。
千
切
れ
や
半
分
、
焼
け
た
人
の
山
。

「
ひ
で
ぇ
」

叢
、
森
、
生
き
物
全
て
は
、
百
狐
に
・
・
・

麒
麟
と
同
様
の
幻
獣
だ
。

「
－
と
り
あ
え
ず
刺
す
か
―
」

巨
大
な
十
字
架
が
百
狐
の
上
か
ら
降
っ
て
く
る
。

「
グ
オ
？
」

百
狐
は
、
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
十
字
架
を
折
る
。

「
－
何
だ
と
―
」

幸
い
百
狐
は
、
き
ず
い
て
い
な
か
っ
た
。

（
―
軽
く
と
は
い
え
あ
ん
な
簡
単
に
―
）

「
こ
の
化
け
者
ぎ
つ
ｎ
」

「
ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
」

言
い
終
わ
る
待
た
ず
に
陽
天
が
１
０
０
ｍ
先
の
枯
れ
木
に
ほ
ど
飛
ぶ
。

「
－
陽
天
―
」
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［
ぐ
ぅ
」

何
と
か
無
事
の
よ
う
だ
。

「
―
強
い
―
」

「
へ
っ
感
心
し
て
る
場
合
か
よ
」

そ
う
い
う
陽
天
も
内
心
勝
て
る
気
が
し
て
い
な
い
の
だ
。

「
ボ
・
・
・
ボ
ボ
ボ
ボ
、
ボ
ボ
」

「
今
度
は
何
だ
？
」

陰
夜
、
陽
天
を
取
り
囲
む
よ
う
に
火
が
つ
い
た
。

「
－
狐
火
―
」

物
凄
い
速
さ
で
狐
火
が
１
つ
飛
ん
で
来
る
。

「
う
お
、
あ
つ
！
」

避
け
た
も
の
の
軽
い
火
傷
を
し
た
。

「
こ
ん
な
強
い
の
に
更
に
！
？
」

驚
く
二
人
に
突
然
の
転
機
が
。

「
ぽ
つ
ポ
ポ
ポ
ポ
ポ
・
・
・
サ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
」

雨
が
降
っ
て
き
た
。

「
ア
゛
ア
゛
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
」

雨
が
降
っ
て
き
た
と
同
時
に
百
狐
が
も
が
き
だ
し
た
。

「
シ
ュ
ウ
ウ
」

狐
火
が
消
え
て
い
く
・
・
・

「
雨
が
・
・
・
か
」

「
―
嗚
呼
―
」

そ
し
て
、
百
狐
は
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
り
最
後
は
、
た
だ
の
狐
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

「
や
っ
た
か
・
・
・
」

「
－
や
り
き
れ
ん
な
だ
が
こ
の
ま
ま
殺
す
の
も
酷
だ
。
封
印
し
て
お
こ
う
―
」

そ
う
し
て
一
時
の
休
息
が
齎
さ
れ
た
・
・
・

・
・
・
だ
が
、
そ
の
封
印
が
世
界
の
「
死
」
を
齎
す
こ
と
に
な
る
と
は
・
・
・

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
オ
マ
エ
ビ
ャ
ッ
コ
カ
？
」
」

そ
こ
に
い
た
の
は
、
「
鬼
」
と
で
も
い
お
う
か
・
・
・

「
ク
ウ
ー
ン
」

「
ソ
ウ
カ
、
ソ
ウ
カ
」

「
イ
タ
ダ
キ
マ
ス
」

「
ギ
ャ
イ
ン
」

狐
は
、
心
臓
が
無
く
ぐ
っ
た
り
と
横
た
わ
っ
て
い
た
。

「
ウ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
」

「
鬼
」
は
唸
り
を
上
げ
た
。

「
カ
ン
ジ
ル
、
カ
ン
ジ
ル
ゾ
オ
オ
」

「
ゲ
ン
ジ
ュ
ウ
、
タ
マ
シ
イ
、
カ
ン
ジ
ル
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

百
狐
対
峙
の
後
山
で
薬
草
を
採
っ
て
帰
る
と
こ
ろ
・
・
・
事
件
は
起
き
た
。

「
ウ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
」

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」

２
匹
の
何
か
の
声
が
滝
の
ほ
う
か
ら
し
た
。

「
―
あ
・
・
・
あ
れ
は
・
・
―
」

「
麒
麟
と
・
・
・
・
・
・
」
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陰
陽
皆
伝
―
光
―
（
後
書
き
）

つ
い
に
百
狐
を
倒
し
た
？
２
人
だ
っ
た
が
今
度
は
、
悪
魔
が
訪
れ
る
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

陰陽皆伝―序―
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